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中
学
３
年
生
の
保
護
者
の
皆
様
へ

「
箱
根
土
曜
塾
」の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す

　
高
等
学
校
入
学
試
験
の
受
験
対
策

と
し
て
、
中
学
3
年
生
を
対
象
に

「
箱
根
土
曜
塾
」
を
開
講
し
ま
す
。

対
象
生
徒　
町
内
在
住
の
中
学
3
年

生科　
目　
英
語
・
数
学

開
講
場
所　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

教
材
費　
一
人
に
つ
き　
月
３
，
０

０
０
円

※
要
保
護
世
帯
ま
た
は
生
活
保
護
法

に
基
づ
く
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

お
よ
び
準
要
保
護
世
帯
に
つ
い
て
は
、

2
分
の
１
を
減
免（
月
１
，５
０
０
円
）

開
講
期
間
・
回
数　
8
月
下
旬
か
ら

平
成
31
年
2
月
上
旬
ま
で
・
延
べ
25

回
（
予
定
）

※
毎
週
土
曜
日
開
講
を
基
本
と
し
、

夏
期
・
冬
期
講
習
も
実
施
予
定

開
講
時
間　
午
前
9
時
か
ら
午
後
3

時
10
分
ま
で

講　
師　
「
箱
根
土
曜
塾
」
の
運
営

を
委
託
す
る
民
間
の
進
学
塾
の
講
師

提
出
書
類　
所
定
の
受
講
申
込
書

※
減
免
対
象
世
帯
に
つ
い
て
は
、
減

免
申
請
書
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
場
所　
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課申
込
期
限　
5
月
31
日
㈭

申
込
・
照
会
先　
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課　
☎
８
５
―
７
６
０
０

「
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
教
室
」

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　
町
の
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
40
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
さ
く

ら
館
の
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
水
中
運

動
と
宮
城
野
周
辺
の
地
形
を
利
用
し

た
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
健
診

結
果
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
言
わ
れ
た
方
、
運
動
習
慣
を
身

に
付
け
た
い
方
、
最
近
体
型
が
気
に

な
っ
て
き
て
い
る
方
な
ど
参
加
希
望

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
水
中
運
動

は
泳
げ
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

水
中
運
動
か
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
ど
ち
ら
か
一
方
か
ら
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

日　
時　
６
月
～
平
成
31
年
２
月
頃

ま
で
の
木
曜
日
・
午
後
・
全
25
回
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
に

�

入
り
ま
せ
ん
か

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
主
に
60
歳
以
上

の
方
が
自
主
的
に
集
ま
り
、
社
会
奉

仕
や
地
域
の
担
い
手
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動

を
通
じ
て
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指

す
と
と
も
に
、
会
員
間
の
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。

○
主
な
活
動
内
容

　
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
・
は
つ
ら
つ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
・
研
修
旅
行

　
・
や
ま
な
み
芸
能
大
会

　
・
地
域
の
清
掃
活
動　
　
な
ど

○
入
会
方
法

　
入
会
を
希
望
す
る
方
は
、
福
祉
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
お

住
ま
い
の
地
域
で
活
動
し
て
い
る
ク

ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
す
。

照
会
先　
福
祉
課

�

☎
８
５
―
７
７
９
０

箱
根
路
森
林
浴
ウ
ォ
ー
ク

２
０
１
８

�

当
日
参
加
者
募
集

　
緑
の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら
、
初
夏

の
箱
根
を
歩
き
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
５
月
20
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　
・
集
合　
　
　
８
時

　
・
ス
タ
ー
ト　
９
時

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
会
場　
星
槎
レ

対
象
者　
箱
根
町
国
民
健
康
保
険
加

入
者
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入

者
で
運
動
制
限
が
な
い
方
。

定　
員　
25
名
。

申
込
方
法　
保
険
健
康
課
ま
で
電
話

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

日
程
表
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

申
込
・
照
会
先　
保
険
健
康
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
４

健
康
診
査・
が
ん
検
診
の

受
診
券
を
送
付
し
ま
す

　
今
年
度
も
6
月
か
ら
、
各
種
健
康

診
査
お
よ
び
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま

す
。
「
受
診
券
」
は
4
月
1
日
時
点

の
登
録
で
作
成
し
、
5
月
下
旬
に
発

送
予
定
で
す
。

　
受
診
に
は
「
受
診
券
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
健
（
検
）
診
を
受

け
る
ま
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

イ
ク
ア
リ
ー
ナ
箱
根

コ
ー
ス

◎
芦
ノ
湖
一
周
コ
ー
ス
（
22
㎞
）

　

�

星
槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ
箱
根
～
芦

ノ
湖
西
岸
～
箱
根
関
所
～
元
箱
根

～
箱
根
園
～
星
槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー

ナ
箱
根

※
今
回
は
、
芦
ノ
湖
一
周
コ
ー
ス
の

み
と
な
り
ま
す
。

対　
象　
健
康
で
大
会
の
決
ま
り
お

よ
び
ウ
ォ
ー
ク
マ
ナ
ー
を
守
れ
る
方

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
で
す
）

参
加
費　
１
，
５
０
０
円
（
中
学
生

以
下
は
無
料
。
参
加
費
に
は
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
、
記
念
品
、
傷
害
保
険
料
な

ど
を
含
む
）

申
込
・
照
会
先　

箱
根
路
森
林
浴

ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

�

工
業
統
計
調
査
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
平
成
30
年
6
月
1
日
現
在
で
全
国

一
斉
に
『
平
成
30
年
工
業
統
計
調
査
』

が
行
な
わ
れ
ま
す
。
製
造
業
を
営
む

事
業
所
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

調
査
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

照
会
先　
総
務
防
災
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
１

　
各
種
健
診
、
が
ん
検
診
に
つ
い
て

の
詳
細
は
「
保
健
だ
よ
り
」
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
転
入
な
ど
に
よ
り
「
受
診
券
」
や

「
保
健
だ
よ
り
」
が
手
元
に
な
い
方

は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
券
の
大
き
さ　
は
が
き
サ
イ
ズ

受
診
券
の
色

○
特
定
健
診　
水
色

○
長
寿
健
診　
ク
リ
ー
ム
色

○
が
ん
検
診　
ピ
ン
ク
色

照
会
先

□
特
定
健
診
、
長
寿
健
診

　
保
険
健
康
課
☎
８
５
―
９
５
６
４

□
が
ん
検
診

　
さ
く
ら
館
☎
８
５
―
０
８
０
０

『
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
』

�

の
お
知
ら
せ

　
従
来
の
胃
が
ん
バ
リ
ウ
ム
検
診
に

加
え
、
平
成
26
年
度
か
ら
、
胃
が
ん

リ
ス
ク
検
診
を
導
入
し
ま
し
た
。
胃

が
ん
の
リ
ス
ク
（
危
険
性
）
を
知
り
、

予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

対　
象　
町
内
に
住
所
を
有
し
、
平

成
31
年
3
月
31
日
ま
で
に
40
・
45
・

50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の
い
ず
れ

か
の
年
齢
に
な
る
方

※
次
に
該
当
す
る
方
は
、
対
象
年
齢

で
あ
っ
て
も
正
し
い
検
査
結
果
が
得

ら
れ
な
い
た
め
、
検
診
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

食
道
、
胃
、
十
二
指
腸
の
病
気
で

治
療
中
の
方

　
3
月
29
日
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
協

力
店
認
定
式
を
開
催
し
、
新
た
に
箱

根
地
域
第
５
号
店
、
温
泉
地
域
第
２

号
店
の
認
定
を
し
ま
し
た
。
本
制
度

が
始
ま
っ
た
平
成
22
年
10
月
か
ら
通

算
で
10
店
舗
の
認
定
で
す
。

◎
箱
根
地
域
第
５
号
店

【
寄
木
細
工
専
門
店
一
茶
（
よ
せ

ぎ
ざ
い
く
せ
ん
も
ん
て
ん　

い
っ

さ
）
】

代
表
者　
松
岡
啓
隆

店
舗
の
種
類　
寄
木
細
工
販
売
店

紹　
介　
元
箱
根
港
か
ら
歩
い
て
５

分
圏
内
に
位
置
す
る
、
寄
木
細
工
の

加
工
品
を
販
売
す
る
店
舗
で
す
。
芦

ノ
湖
を
目
の
前
に
構
え
、
箱
根
の
美

し
い
景
色
に
溶
け
込
む
よ
う
、
屋
根

を
瓦
葺
に
す
る
な
ど
、
今
と
昔
が
織

り
な
す
情
緒
あ
る
意
匠
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◎
温
泉
地
域
第
２
号
店

【
渡
邊
ベ
ー
カ
リ
ー
（
わ
た
な
べ

べ
ー
か
り
ー
）
】

代
表
者　
渡
邉
貞
明

店
舗
の
種
類　
食
品
販
売
店

紹　
介　
宮
ノ
下
の
国
道
１
号
沿
い

に
位
置
す
る
、
明
治
24
年
に
創
業
さ

れ
た
、
老
舗
の
お
店
で
す
。
地
域
に

根
付
く
レ
ト
ロ
で
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
外
観
が
印
象

的
で
す
。
長
年
人
気
の
シ
チ
ュ
ー
パ

ン
や
、
梅
干
し
ア
ン
パ
ン
な
ど
独
創

的
な
パ
ン
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

　
協
力
店
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
広

報
誌
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
景
観

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
な
ど
で
詳

し
く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
都
市
整
備
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
６

町
長
と
の
記
念
撮
影
（
写
真
左
：
渡

邊
ベ
ー
カ
リ
ー
　
渡
邉
氏
　
写
真

右
：
寄
木
細
工
専
門
店 

一
茶
　
松

岡
氏
）

景
観
ま
ち
づ
く
り
協
力
店

�

新
た
に
２
店
舗
を
認
定
！

▼�

胃
酸
分
泌
抑
制
剤
（
プ
ロ
ト
ポ
ン

プ
阻
害
剤
）
を
内
服
中
ま
た
は
検

診
日
か
ら
2
か
月
以
内
に
服
用
し

て
い
た
方　

▼�

ピ
ロ
リ
菌
除
菌
中
ま
た
は
除
菌
後

6
か
月
以
内
の
方

※
対
象
年
齢
以
外
の
方
は
、
バ
リ
ウ

ム
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

内　
容　
血
液
検
査
（
ペ
プ
シ
ノ
ゲ

ン
検
査
と
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ

菌
抗
体
検
査
）

※
直
接
胃
が
ん
を
発
見
す
る
検
査
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
胃
が
ん
や
胃
の

病
気
に
か
か
る
リ
ス
ク
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
バ
リ
ウ
ム
検
査
に
比
べ
体

へ
の
負
担
が
少
な
い
検
査
で
す
。

検
診
後
の
流
れ　
こ
の
検
診
で
精
密

検
査
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
、

胃
内
視
鏡
検
査
を
受
け
ま
す
。
そ
の

後
も
一
定
の
間
隔
で
検
査
を
受
け
る

こ
と
で
、
胃
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
り
ま
す
。

実
施
期
間　
6
月
1
日
㈮
～
平
成
31

年
3
月
31
日
㈰

受
診
方
法　
取
扱
医
療
機
関
ま
た
は

集
団
検
診
で
受
診
で
き
ま
す
。
受
診

に
は
、
5
月
下
旬
に
送
付
す
る
「
受

診
券
」
が
必
要
で
す
。

※
自
己
負
担
金
な
ど
の
詳
細
は
「
保

健
だ
よ
り
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
さ
く
ら
館

�

☎
８
５
―
０
８
０
０

赤
十
字
会
員

�

増
強
運
動
月
間

　
５
月
は
、
赤
十
字
会
員
増
強
運
動

月
間
で
す
。

　
赤
十
字
は
、
人
道
・
博
愛
・
平
和

を
目
標
に
、
世
界
の
国
々
と
手
を
結

び
、
人
類
の
幸
せ
と
世
界
の
平
和
の

た
め
に
、
活
動
を
続
け
て
い
る
奉
仕

団
体
で
す
。

　
こ
の
活
動
の
経
費
は
、
ほ
と
ん
ど

が
、
赤
十
字
の
人
道
的
な
活
動
に
賛

同
し
、
資
金
協
力
を
し
て
く
だ
さ
る

方
に
納
め
て
い
た
だ
く
活
動
資
金

（
会
費
な
ど
）
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
赤
十
字
の
活
動
や
理
念
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
方
か

ら
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

献　
　
血

受
付
日
時
・
場
所　
5
月
29
日
㈫
10

時
～
16
時　
役
場
庁
舎
前
駐
車
場

対　
象　
18
歳
～
64
歳
の
方

共　
催　
箱
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

照
会
先　
さ
く
ら
館

�

☎
８
５
―
０
８
０
０

赤ちゃんと
ママの教室
　産後間もないお母さんと赤ちゃん、
妊婦の方のための教室です。気軽に参
加してください。
日　時�　 ６月12日㈫
　　　　10時45分～14時30分
場　所　さくら館
内　容�　ベビーマッサージ、出産前後

のママの食事（調理実習）
対　象�　生後 2か月頃の赤ちゃん及び

その母親、妊婦の方
持ち物�　母子健康手帳、筆記用具、エ

プロン
申込方�法　 ６月 1日㈮までに電話で申

し込んでください。
申込・照会先　子育て支援課
� ☎８5－９5９5
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広報はこね　2018.May

広報はこね　2018.May猫犬
捨 や 　　 を飼うときは最後まで責任を持って!　どうしても飼えない場合は環境課（☎85－9565)に相談を。

人
権
問
題
の
相
談
は

�

人
権
擁
護
委
員
へ

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　
町
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
５
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
お

り
、
人
権
問
題
に
関
す
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
侵
害
、

家
庭
内
の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め
ご

と
な
ど
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
、
相
談
者
の
問
題
解
決
に

向
け
て
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

　
次
の
日
程
で
、
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

日　
時　
６
月
７
日
㈭
13
時
～
16
時

場　
所　
役
場
分
庁
舎
４
階
第
５
会

議
室

※
相
談
の
あ
る
方
は
事
前
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
福
祉
課

�

☎
８
５
―
７
７
９
０

箱
根
町
学
生
消
防
団
活
動

認
証
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
！

　
地
域
防
災
力
に
つ
い
て
は
消
防
団

を
中
心
に
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
学
生
等
の
消
防
団
の
加
入
は
、

若
年
層
の
防
災
意
識
の
醸
成
と
将
来

の
地
域
防
災
の
担
い
手
を
育
成
す
る

観
点
か
ら
重
要
で
す
。

　
町
で
は
、
消
防
団
に
所
属
す
る
学

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

　
来
年
１
月
14
日
㈪
成
人
の
日
に
開

催
を
予
定
し
て
い
る
成
人
式
を
、
20

歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
で
組
織
す
る

「
実
行
委
員
会
」
に
よ
り
運
営
し
ま

す
。

　
人
生
の
大
き
な
節
目
と
な
る
20
歳

の
記
念
に
、
あ
な
た
が
考
え
る
ア
イ

デ
ア
を
盛
り
込
ん
で
、「
実
行
委
員

会
」
の
企
画
・
運
営
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

応
募
資
格　
来
年
１
月
に
成
人
式
を

迎
え
る
方
（
平
成
10
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
11
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
町
内
に
在
住
の
方
）

※
町
外
に
お
住
ま
い
で
も
、
実
家
な

ど
が
町
内
の
方
は
応
募
で
き
ま
す
。

募
集
人
数　
10
名
程
度

申
込
方
法　
６
月
29
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
か
メ
ー
ル
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課　
☎
８
５
―
７
６
０
１

shougai@
tow

n.hakone.
kanagaw

a.jp

平
成
30・31
年
度

社
会
教
育
関
係
行
政
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

　
平
成
30
・
31
年
度
の
社
会
教
育
関

係
行
政
委
員
に
、
次
の
方
々
を
委
嘱

し
ま
し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

生
等
が
、
就
職
時
に
消
防
団
活
動
が

積
極
的
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
、
学
生

消
防
団
活
動
認
証
制
度
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

【
学
生
消
防
団
認
証
制
度
と
は
】

　
継
続
的
に
消
防
団
活
動
を
行
い
、

地
域
社
会
へ
多
大
な
る
貢
献
を
し
た

大
学
生
等
を
対
象
に
、
そ
の
功
績
を

町
が
認
証
し
、
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

※
学
生
と
企
業
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　
学
生
は
、
就
職
活
動
を
行
う
際
に
、

消
防
団
員
と
し
て
貢
献
し
て
き
た
実

績
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
企
業
側
は
、
消
防
団
活
動
を
通

し
て
社
会
貢
献
し
て
き
た
意
識
の
高

い
人
材
を
確
保
で
き
、
事
業
所
の
災

害
対
応
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

照
会
先　
消
防
本
部
消
防
総
務
課

�

☎
８
２
―
４
５
１
２

行
政
書
士
に
よ
る
成
年
後
見・

遺
言・相
続
等
無
料
相
談
会

　
自
分
自
身
や
大
切
な
家
族
の
将
来

の
安
心
に
備
え
、
気
に
な
る
こ
と
を

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
５
月
21
日
㈪
14
時
～
16
時

場　
所　
役
場
分
庁
舎
４
階
第
５
会

議
室

※
申
込
み
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予

約
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

照
会
先　
箱
根
町
地
域
包
括
支
援
セ

◎
社
会
教
育
委
員

　
千
葉
哲
也
・
小
野
美
織（
湯
本
）、

石
橋
誠
子（
大
平
台
）、
石
井
修（
宮

ノ
下
）、
髙
畠
和
之（
宮
城
野
）、
市

川
毅
・
勝
俣
晶
子
・
辰
原
ま
さ
み

（
仙
石
原
）、
髙
橋
美
穂（
小
田
原

市
）、
小
笠
原
正
記（
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
）、
平
塚
広（
箱
根
中
学
校
）、

津
田
清（
箱
根
の
森
小
学
校
）

◎
青
少
年
指
導
員

　
安
居
院
千
春
・
端
千
春
・
鈴
木
美

貴（
湯
本
）、
勝
俣
建
吾（
湯
本
茶

屋
）、小
林
誠（
大
平
台
）、
金
子
弘

恭
・
勝
俣
恵
美
子
・
金
子
裕
子（
宮

ノ
下
）、
松
本
卓
・
水
野
奏
・
勝
俣

広
子（
宮
城
野
）、
湯
川
耕
一（
強

羅
）、
酒
寄
繁
基
・
勝
俣
幸
代
・

勝
俣
純
子
・
大
須
賀
通
浩（
仙
石

原
）、
大
場
征
広（
元
箱
根
）、
安
藤

弘
毅
・
笹
川
満
寿
美
・
浅
井
秀
樹

（
箱
根
）、
山
下
大
晃（
湯
本
小
学

校
）、
中
村
貴
之（
箱
根
の
森
小
学

校
）、
佐
藤
裕
久（
仙
石
原
小
学
校
）、

遠
藤
修
平（
箱
根
中
学
校
）

◎
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
冨
田
桂
一
・
杉
山
大
真
・
真
壁
弘

幸（
湯
本
）、
野
沢
ま
さ
み（
須
雲

川
）、
安
藤
勇
次（
大
平
台
）、
金
子

貞
之（
宮
ノ
下
）、
宮
澤
眞
樹
子
・

勝
俣
文
代（
小
涌
谷
）、
豊
田
緑
・

清
野
正
子
・
勝
俣
家
明
・
勝
俣
保
夫

（
宮
城
野
）、
齊
藤
義
和
・
勝
俣
君

代
・
神
山
み
ゆ
き
・
鈴
木
正
興（
仙

石
原
）、
中
村
万
利
子
・
大
場
剛

ン
タ
ー　
☎
８
５
―
３
０
０
２

多
重
債
務・金
融
犯
罪

�

相
談
窓
口
の
ご
案
内

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
電
話
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
借
金
返
済
の
お
悩
み
相
談

　
「
専
門
の
相
談
員
」
が
借
金
整
理

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
を
提
供
し
ま

す
。

財
務
省
関
東
財
務
局
横
浜
財
務
事
務

所
　
☎
０
４
５
―
６
３
３
―
２
３
３
５

（
平
日
9
時
～
12
時
、
13
時
～
17
時
）

・
金
融
犯
罪
の
お
悩
み
相
談

　
金
融
犯
罪
の
被
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。「
お
か
し
い
な
？
」
と
思
っ

た
ら
す
ぐ
に
警
察
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

※
警
察
以
外
の
相
談
窓
口

財
務
省
横
浜
財
務
事
務
所
理
財
課

　
☎
０
４
５
―
２
８
５
―
０
９
８
１

箱
根
町
小
中
学
校
生

�
全
国
大
会
出
場
者
紹
介

　
３
月
26
日
か
ら
30
日
ま
で
、
東
京

都
辰
巳
国
際
水
泳
場
で
行
わ
れ
た
第

40
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会

に
お
い
て
、
稲
毛
も
あ
な
さ
ん
（
函

嶺
白
百
合
学
園
小
学
校
５
年
生
）
が

50
ｍ
平
泳
ぎ
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
25
日
か
ら
31
日
ま
で
、

大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金
庫
ス
タ
ジ
ア
ム

（
元
箱
根
）、
児
島
桂
子
・
岡
野
恵

美（
箱
根
）、
山
下
英
久（
湯
本
小
学

校
）、
富
山
永
寿（
箱
根
の
森
小
学

校
）、
塩
澤
慶
祐（
仙
石
原
小
学
校
）

ダ
イ
ヤ
ビ
ッ
ク
体
験
教
室

日　
時　
７
月
６
日
㈮
13
時
30
分
～

15
時

場　
所　
さ
く
ら
館
２
階
会
議
室

講
座
名　
ダ
イ
ヤ
ビ
ッ
ク
体
験
教
室

内　
容　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
テ
ン
ポ

の
音
楽
を
流
し
な
が
ら
、
１
回
の
運

動
を
３
分
程
度
に
と
ど
め
、
数
セ
ッ

ト
繰
り
返
す
有
酸
素
運
動
（
エ
ア
ロ

ビ
ッ
ク
）

対　
象　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
65
歳
以
上
を
想
定
）

定　
員　
30
人
（
抽
選
）

服　
装　
運
動
し
や
す
い
服
装
と
靴

（
サ
ン
ダ
ル
や
ス
リ
ッ
パ
は
不
可
）

持
ち
物　
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
水
分
補

給
用
飲
料

申
込
期
限　
６
月
8
日
㈮
ま
で

申
込
先　
さ
く
ら
館

�

☎
８
５
丨
０
８
０
０

　
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

行
い
ま
す
。
会
場
へ
は
「
お
知
ら
せ

は
が
き
」
と
「
愛
犬
手
帳
」
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
く
犬
を

飼
い
始
め
た
方
も
会
場
で
登
録
手
続

き
と
注
射
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
昨

年
度
か
ら
引
き
続
き
接
種
前
に
問
診

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
は

が
き
表
面
の
問
診
欄
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
、
会
場
へ
来
て
く
だ

さ
い
。
会
場
で
受
け
ら
れ
な
い
場
合

は
、
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
、
獣

医
師
が
発
行
す
る
「
狂
犬
病
予
防
注

射
済
証
」
を
環
境
課
ま
た
は
出
張
所

へ
持
参
し
、
注
射
済
票
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

対　
象　
生
後
91
日
以
上
の
犬

料　
金

　
①�

平
成
29
年
度
ま
で
に
登
録
済
み

の
方�
３
，
６
０
０
円

　
②�

新
し
く
犬
を
飼
わ
れ
た
方

�

６
，
６
０
０
円

　
③�

狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
を
持
参

し
た
方�

５
５
０
円

　
犬
の
登
録
変
更
（
死
亡
・
譲
渡
・

失
踪
・
転
居
な
ど
）
手
続
き
な
ど
に

つ
き
ま
し
て
は
、
電
話
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
環
境
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
５

狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

（
大
阪
府
）
等
で
行
わ
れ
た
第
24
回

日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
全
国
選
抜
野
球

大
会
に
、
菊
川
空
翔
さ
ん
（
箱
根
中

学
校
２
年
生
）
と
鴻
田
樹
さ
ん
（
箱

根
中
学
校
１
年
生
）
が
所
属
す
る
小

田
原
足
柄
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
が
出
場
し

ま
し
た
。

※
学
年
は
大
会
開
催
時
の
も
の
で
す
。

緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築

物
の
耐
震
診
断・
改
修
費

を
補
助
し
ま
す

　
大
地
震
の
発
生
時
に
、
緊
急
車
両

の
通
行
、
救
急
活
動
人
員
や
災
害
支

援
物
資
等
の
輸
送
を
行
う
大
動
脈
と

な
る
緊
急
輸
送
道
路
の
機
能
を
確
保

す
る
た
め
に
、
沿
道
建
築
物
の
倒
壊

に
よ
る
道
路
閉
塞
を
防
ぐ
こ
と
が
大

変
重
要
で
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
緊
急
輸
送
道
路
と

な
る
沿
道
建
築
物
の
耐
震
化
を
図
る

た
め
、
29
年
度
か
ら
耐
震
診
断
に
要

す
る
経
費
の
補
助
制
度
を
開
始
し
、

ま
た
今
年
度
よ
り
、
耐
震
改
修
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
町
民
は
も
と
よ
り
、
観
光
さ
れ
る

方
の
生
命
を
守
り
、
迅
速
な
災
害
復

旧
・
災
害
復
興
の
た
め
、
建
築
物
を

所
有
さ
れ
る
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

緊
急
輸
送
道
路　
国
道
１
号
、
国
道

１
３
８
号
、
県
道
75
号

補
助
金　
耐
震
診
断
：
要
す
る
経
費

の
３
分
の
２
（
上
限
２
４
０
万
円
）

耐
震
改
修
：
要
す
る
経
費
の
２
分
の

１
（
上
限
１
，
０
０
０
万
円
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
都
市
整
備
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
６

食
品
衛
生
責
任
者
講
習
会

　
平
成
30
年
度
の
食
品
衛
生
責
任
者

講
習
会
（
前
期
）
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
食
品
衛
生
責
任
者
の
方
は
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

日　
時　
６
月
26
日
㈫
14
時
～
15
時

（
13
時
30
分
か
ら
受
付
）

場　
所　
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

内　
容　
食
中
毒
予
防
に
つ
い
て

対　
象　
食
品
衛
生
責
任
者

※
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
講
習

会
を
受
講
し
て
い
な
い
方

持
ち
物　
食
品
衛
生
責
任
者
手
帳
、

筆
記
用
具

※
車
で
の
来
場
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

食
品
衛
生
課

　
☎
０
４
６
５
―
３
２
―
８
０
０
０

　
〈
内
線
〉
３
２
８
４

日　　　時 会　　　場

5 /15
（火）

８ ：50～ ９ ：05 山崎集会所前
９ ：30～ ９ ：45 大平台集会所前
10：20～10：35 芦之湯集会所前
10：55～11：05 元箱根集会所前
11：20～11：30 箱根集会所前
11：55～12：05 畑宿（浜松屋横）
12：20～12：30 須雲川（鈴木宅前）

5 /1６
（水）

９ ：00～ ９ ：35 箱根町役場公用車駐車場
10：05～10：45 宮城野出張所
11：05～11：20 社会教育センター駐車場
11：35～11：50 強羅向山公園

5 /17
（木）

９ ：00～ ９ ：10 宮ノ下駐車場
９ ：40～10：10 出戸公園（子ども広場）
10：25～11：05 仙石原文化センター
11：20～11：35 高原ふれあい広場
11：50～12：00 星槎レイクアリーナ箱根駐車場
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ママサポート事業（妊娠・出産・育児の切れ目のない支援）

　ご夫婦がお子さんを望んだ時から、妊娠・出産・育児まで継続的に相談支援を行っています。
　妊娠中から安心して出産・育児ができるよう、妊娠を届け出た時点から保健師などの専門スタッフが関わるこ
とで親しみやすく気軽に相談できる環境をつくるものです。
　保健師や栄養士が妊婦さんの必要に応じて出産に対する不安や悩みの相談、必要なサービスや情報提供などを
行うことにより妊娠から、出産・育児までサポートしていきます。

箱根町の
子ども・子育て支援

照会先　子育て支援課　☎ 85－ 9595
箱根町のこども・子育て支援について紹介します。P ７ 〜 １０ までを取り外して保管するなどして、ご活用ください。

6

　
生
理
・
心
理
実
験
を
都
市
部
と

森
林
部
で
行
っ
た
結
果
、
唾
液
の

中
の
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
と
い
う
「
ス

ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
」
が
都
市
部
に

比
べ
、
森
林
で
は
濃
度
が
低
く
な

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
心
拍
の
「
ゆ
ら
ぎ
」
の
測

定
で
、
森
林
で
は
ス
ト
レ
ス
の
高

い
時
に
高
ま
る
「
交
感
神
経
活
動
」

が
抑
制
さ
れ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

時
に
高
ま
る
「
副
交
感
神
経
活
動
」

が
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
、
さ
ら

に
脳
の
前
頭
前
野
の
活
動
が
沈
静

化
し
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
も
わ

か
り
ま
し
た
。
免
疫
能
に
つ
い
て

も
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
活
性
（
が

ん
に
対
す
る
抵
抗
性
）
が
高
ま
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
他
に
も
森
林
を
歩
い
て
、
マ
イ

ナ
ス
イ
オ
ン
を
多
量
に
含
ん
だ
空

気
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
る
精
神

の
安
定
や
、
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や

小
鳥
の
鳴
き
声
な
ど
、
音
に
よ
る

癒
し
の
力
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
箱
根
や
す
ら
ぎ
の
森
で
も
澄
ん

だ
空
気
、
心
や
す
ら
ぐ
樹
木
か
ら

の
香
り
、
小
鳥
た
ち
の
鳴
き
声
を

体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
晴
れ
た
穏
や
か
な
日
は
、
ぜ
ひ

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
体
験
し
ま
し
ょ

う
！

照
会
先　
森
の
ふ
れ
あ
い
館

�
☎
８
３
―
６
０
０
６

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
R」が
生
み
出
す

�

健
　
康
　
効
　
果
　

箱
根
芦
ノ
湖
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
通
信（
そ
の
４
）

箱根町『園・小・中学校一貫教育（分離型）』
箱根教育方針編

　町では、平成27年度から園・小・中学校一貫教育（分離型）に取り組み、 4 年目を迎えました。平成
30年度も引き続き「箱根を愛し かしこく やさしく たくましく」を箱根教育の合言葉に、①郷土箱根を
知り、箱根を大切におもう礎づくりをする「箱育」、②学習意欲を高め、自分の将来の夢を叶える土台
づくりをする「知育」、③豊かな人間性、社会性を育む、信頼される根っこづくりをする「徳育」、④健
全な生活習慣を身につけ、体力を高め、たくましい未来を拓く体力づくりをする「体育」を4つの柱と
して、各幼稚園・保育園・幼児学園・小学校・中学校で園・小・中学校一貫教育（分離型）に取り組ん
でいきます。

～すべての園・学校で共有する方針～

『箱根を愛し　かしこく　やさしく　たくましく』

箱根教育の合言葉

　先人からの文化・伝統・歴史を受け継ぎ、未来に大きな理想と明るい希望
を持って、健康で豊かな生活を目指し、箱根の郷土を愛し、貢献できる人

箱根教育の方針

箱	育 知	育 徳	育 体	育
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不妊・不育症
� 治療費の助成

○一般不妊治療費
　助成額は、12か月を 1期間として、一
般不妊治療に要した保険診療外の費用の
2分の 1とし、 ５万円を上限として助成
します。
� （ 1 期間 1回の申請になります。）
○不育症治療費
　不育症診断後、助成額は、 1治療期間
に要した治療や検査のうち保険診療外の
費用の 2分の 1とし、30万円を上限とし
て助成します。

産後ケア事業

　家族等の援助が受けられず、育児支援
が必要な産後 1年未満のお母さんを専門
家が訪問し、家事や育児のサポート・相
談などをします。
　利用料の補助があります。

妊婦健康診査の助成

　妊婦健康診査（14回分）の費用を補助
券方式で助成します。補助券は、母子健
康手帳交付時に配布します。
対　象　住民登録がある妊婦の方
取扱医療機関　県内および御殿場市内の

医療機関（横浜市、川崎市、横須賀
市内で受診する方は要事前連絡）

妊婦歯科健康診査の
� 助成

　妊娠中の歯科健康診査( 1 回分)の費用
の一部を助成します。
対　象　住民登録がある妊婦の方
自己負担額　５00円（町民税非課税世帯

および生活保護世帯は免除）
取扱医療機関　小田原歯科医師会協力医

療機関

妊産婦・未熟児への訪問

　妊婦健康診査の結果で指導が必要な方
や、出生体重2５00ｇ未満など体の発育が
未熟なまま生まれた赤ちゃんがいる家庭
を対象に、保健師や助産師による訪問指
導を行います。

はこねっこ手帳
� (電子母子手帳)

　お子さんの成長日記です。予防接種の
管理や子育ての記録がスマートフォンか
らいつでも簡単便利に行えます。

こんにちは赤ちゃん訪問

　赤ちゃんが生まれた全ての家庭に助産
師などが訪問し、赤ちゃんの体重測定や
授乳、育児や産後の母親の健康状態など
について、支援します。
対　象　生後 4か月になるまでの赤ちゃ

んとその家族
訪問日　出生連絡票をもとに日程調整の

連絡をした後、訪問をします。

はこねっこ
� 誕生祝金の交付

　町で出生した第 2子以降のお子さんを
養育する保護者の方に交付します。
交付額　第 2子　　　10万円
　　　　第 3子以降　20万円
申請期間　対象となるお子さんの出生の

日から ６か月以内

妊娠から出産へ向けての
ケア・サポート
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ひとり親家庭などの
� 医療費の助成

　母子家庭などの方が病気等で受診した
際の保険適用の診療に限り自己負担額を
助成します。（所得制限あり）
対　象　住民登録がある母（父）子家庭

または祖父母などの養育者家庭
助成期間　児童が満18歳になった日以降

の最初の 3月31日まで

乳幼児・児童の
� 医療費の助成

　乳幼児や児童が、病気などで受診した
際の保険適用の診療に限り自己負担額を
助成します。（所得制限なし）
対　象　住民登録がある 0歳から中学校

卒業までの児童

出産費・育児費の助成

　一定の所得階層の世帯の方が出産した
場合に助成します。
助成額
・町民税非課税世帯　 ５万円
・所得税非課税世帯　 3万円

未熟児などの
� 医療費の助成

　体の発育が未熟なまま生まれ、入院を
必要とする 1歳未満の乳児に対し、その
治療に必要な医療費を負担します。
対　象　住民登録があり、出生時の体重

が2000ｇ以下、または対象となる
症状があるため、指定養育医療機
関において入院治療が必要な 1歳
未満の乳児

児童手当

　児童を養育する家庭の安定と児童の健
全な育成を図るため、児童を養育してい
る方に対し、手当を支給します。
対　象　1５歳到達後最初の 3月31日まで

の間にある児童を養育している方
（所得制限あり）

手当額（月額）
・ 3歳未満　 1万５，000円
・ 3歳以上〜小学校卒業前
　第 1子・第 2子　 1万円
　第 3子以降　 1万５，000円
・中学生　 1万円
・所得制限額以上の方　５，000円

みんなで地域で
一緒に子育て

特別児童扶養手当

　知能または身体に中程度以上の障がい
を持つ20歳未満の児童を監督・保護して
いる父、母または養育している方に対し、
手当を支給します。（所得制限あり。ま
た、対象児童が福祉施設などに入所して
いる場合は非該当）

児童扶養手当

　18歳到達後最初の３月31日を迎える前
（障がいがある場合は20歳未満）の児童
がいる母（父）子家庭で、児童を監督・
保護している母（父）、または母（父）
に代わり養育している方に対し、手当を
支給します。（所得制限あり。また、対
象児童が福祉施設などに入所している場
合は非該当）

小児慢性特定疾患児の
� 日常生活用具の給付

　小児慢性特定疾患医療受診券を持って
いる方で、在宅での療養が認められる方
に対し、日常生活用具を給付します。
　ただし、他の制度により用具を受給す
る方は対象外となります。

子育て支援センター・サロン

　 0歳〜未就園の児童とその家族に対し、
憩いの場を提供します。
開所日　月〜金曜日（祝日などを除く）
場　所　仙石原子育て支援センター（仙

石原幼児学園内）、湯本子育てサ
ロン（湯本幼児学園内）

開所時間　 ９時30分〜1５時30分
（12時〜13時は閉所）

開 所 日　週 3日
場 所　宮城野保育園内
開所時間　 ９時〜12時

宮城野
子育てサロン開設

新 規
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特別保育

　家庭の事情でお子さんを一時的に保育
ができなくなった場合や、休日に保育が
必要となった場合に幼児学園・保育園で
預かります。
●一時保育
場　所　町立幼児学園・保育園
対　象　 3歳〜就学前の集団保育で過ご

すことができる児童
利用時間　 8時30分〜1６時30分の間で必

要な時間
保育料　 1時間300円（町内に住民登録

がない児童は4５0円）
※給食費、おやつ代が必要になる場合が
あります。
●乳幼児一時預かり
場　所　町立幼児学園・保育園
対　象　 2か月〜 3歳未満
利用時間　 8時30分〜11時30分の間で必

要な時間
利用料（１人当たり30分につき）
○生後12か月未満
・町内在住　2５0円
・町外在住　3５0円
○生後12か月以上3６か月未満
・町内在住　200円
・町外在住　300円
※町外在住の方については、兄弟姉妹が
町立幼児学園・保育園の在園児である場
合に限ります。
●休日保育
場　所　仙石原幼児学園
対　象　町内在住で、 3歳〜就学前の集

団保育で過ごすことができる児童
保育日　日曜日、祝日（12月2９日〜 1月

3日を除く）
保育料
・ 4時間　1，200円
・ ６時間　1，800円
・ 8時間　2，400円
※おやつ代が必要になる場合があります。
定　員　 1日20人

幼稚園

　満 3歳以上で教育を希望するお子さん
を対象としています。
　預かり保育の時間を17時30分まで延長
し、月曜日から金曜日まで実施します。
●幼稚園（箱根幼稚園）

妊娠相談�―
思いがけず妊娠した方等

　妊娠について、専門職が電話や面談等
で相談を受付けています。妊娠に関して
悩んでいらっしゃる方は、どなたでも利
用できます。気軽に相談してください。
� （電話匿名可。秘密厳守）

放課後児童クラブ

　保護者の就労などにより、放課後、児
童が帰宅しても保護者がいない家庭のお
子さんを預かります。
場　所
◎湯本こどもクラブ(湯本小学校内)
◎箱根こどもクラブ(箱根の森小学校内)
◎きんときクラブ(仙石原小学校内)
対　象　小学校に就学している児童
開所日　月〜金曜日（祝日などを除く）

および小学校の長期休業中の土
　　　曜日
開所時間　小学校の放課後〜18時（夏・

冬・春休み期間中は 8時〜18時・
土曜日は 8時30分〜1６時30分）

負担額　児童 1人につき月額7，000円
（おやつ代含む。ただし、 7月は
月額8，000円、 8月は月額９，000
円。利用時間が17時を超える場合
は、１人１回につき別に５0円）

子育て相談

　子育てについての悩みや不安がある方
からの相談を受け付けます。
場　所　町立幼児学園・保育園・幼稚園、

子育て支援課
対　象　 0歳〜就学前の児童の保護者など
※希望する方は、電話などで事前に連絡
してください。

児童相談�―
気付いてくださいＳＯＳ！

　子育てについて自分自身が不安を抱え
ているときや、近隣や職場などで、「も
しや」と虐待の疑いを持ったり、虐待の
事実を発見したりしたときは、迷わず子
育て支援課に相談・通告してください。
� （電話匿名可。秘密厳守）

認定こども園・保育所

　生後 ５か月から就学前の保育が必要な
お子さんと 3歳以上で保育または教育を
希望するお子さんを対象としています。
●�認定こども園（湯本幼児学園・仙石原
幼児学園）

●保育所（宮城野保育園）

ひとりで悩まず
相談しよう

http://www.hakone-geopark.jp/箱根ジオパーク11
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はこジ郎：お散歩が大好きなおいらが、今回やってきたのは、芦ノ湖！このほとりにとっても有名な場所があるんだ
けど…
たま：ようこそ箱根関所へ。わたしは「たま」。箱根関所を訪れるみんなを見守っているのよ。よろしくね。
はこジ郎：こちらこそよろしく。箱根関所はどのような場所なのかな？
たま：箱根関所は東海道きっての難所である箱根山中に建てられたの。今の建物は、平成19年に当時の史料や発

はっ
掘
くつ

調
ちょう

査
さ

の結果をもとに、当時の場所、色、姿で完全に復元されたの。また、前面に芦ノ湖、背後には中
ちゅう

央
おう

火
か

口
こう

丘
きゅう

の一つで
ある屏

びょう
風
ぶ

山
やま

があって、幅の狭い土地になっているから監視の目を光らせるには最適な場所だったの。さらに、ここに
は箱

はこ
根
ね

町
まち

断
だん

層
そう

と呼ばれる断層があって、箱根の山々の形成と密接に関連すると
言われているの。
はこジ郎：それは凄いなあ！地形を利用して当時の江戸を護っていたんだね！
たま：今は「箱根芦ノ湖“夢”劇場」というイベントを
開催していて、関

せき
所
しょ

改
あらた

めの様子を面白おかしく演劇する
「時代演目」や箱根関所長が案内する「ガイドツアー」
など開催するから、みんなにも是非遊びに来てほしい
わぁ。
はこジ郎：どれも面白そうだね！また来たくなったよ！
みんなも「箱根関所」に遊びに来てね！さぁ～て、
次はどこへ行ってみようかな。

　
５
月
10
日
は
地
質
の
日
で
す
。
地

質
と
は
大
地
の
性
質
の
こ
と
。
明
治

９
年
５
月
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日
に
、
ア
メ
リ
カ
の
地

質
学
者
ラ
イ
マ
ン
ら
に
よ
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て
日
本

で
は
じ
め
て
広
域
的
な
彩
色
地
質
図

「
日
本
蝦
夷
地
質
要
略
之
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」
が
出

版
さ
れ
ま
し
た
。
地
質
図
と
は
、
大

地
の
性
質
を
記
録
し
た
地
図
の
こ
と

で
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
石
や
地
層

が
、
ど
こ
に
分
布
し
て
い
る
か
を
、

記
号
や
色
で
分
か
り
や
す
く
示
し
て

あ
り
ま
す
。
箱
根
に
も
地
質
図
が
あ

り
、
こ
の
地
質
図
か
ら
、
箱
根
の
土

台
と
な
る
数
百
万
年
前
の
海
の
地
層

が
ど
こ
に
分
布
し
て
い
る
の
か
、
数

十
万
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
火
山
活
動

で
形
成
さ
れ
た
箱
根
の
外
輪
山
や
中

央
火
口
丘
の
山
々
が
ど
ん
な
種
類
の

岩
石
で
で
き
て
い
る
の
か
な
ど
、
過

去
の
箱
根
の
大
地
の
歴
史
を
伺
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
明
治
11
年
５
月
10
日
に
は

地
質
調
査
を
扱
う
組
織
（
内
務
省
地

理
局
地
質
課
）
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
19
年
に
は
５
月
10

日
が
「
地
質
の
日
」
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
箱
根
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

こ
の
「
地
質
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、

箱
根
の
地
図
に
ぬ
り
絵
を
し
て
地
質

図
を
つ
く
る
特
別
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
私
た
ち
が
地
質
を
よ
り
身

近
に
感
じ
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る

大
地
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ

と
で
、
よ
り
安
心
な
暮
ら
し
が
確
保

で
き
る
と
と
も
に
地
球
や
環
境
を
大

切
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
地
質
の
日
に
、
ぬ
り
絵
で
箱
根
の

地
質
図
を
作
り
な
が
ら
、
箱
根
の
大

地
が
ど
の
よ
う
に
で
き
て
い
る
の
か
、

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
箱
根
の
大
地

に
つ
い
て
、
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

日　
時　
5
月
10
日
㈭
10
時
～
14
時

（
時
間
内
随
時
開
催
）

場　
所　
箱
根
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

多
目
的
室

所
要
時
間　
15
分
程
度

照
会
先　
箱
根
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

�

☎
８
３
―
８
１
４
０

　
5
月
10
日
は
地
質
の
日

　
　
「
ぬ
り
絵
で
箱
根
の
地
質
図
を
作
ろ
う
！
」

知ってる？箱根
ジオパーク！

「箱根関所」

箱根関所マスコット「たま」

関所改めとは関所を出入りする
人をチェックすることよ

箱根芦ノ湖“夢”劇場
箱根関所ステージ　5月の日程

獄
ごく
屋
や
噺
ばなし
　 5 / 9 ㈬、 5 /16㈬、 5 /23㈬

ガイドツアー　 5 /12㈯、 5 /26㈯
時代演目　 5 /27㈰



13 12　学校での問題や教育に関する相談は教育委員会内の教育相談センター☎85−7776へ！

社会教育センター図書室から
《大人も楽しめる子どもの本》

赤ちゃん誕生（誕生証書 3月発行分）

金
かね

子
こ

　湊
そう

　ちゃん� 3 /15� 　森　さん� 元箱根
クイズ

　正解者の中から抽選で 3人の方に図書カード
をプレゼントします。
【問題】高等学校入学試験の受験対策として、
中学 3年生を対象に「箱根○○塾」を開講しま
す。
　この○○に入る漢字２文字を答えてください。

応募方法　はがきに答え、住所、氏名、年齢、
電話番号を明記し、応募してください。

※町内在住の方のみ、 1人 1通応募できます。
（町ホームページからも可）
応募期限　 5月10日㈭　当日消印・着信有効
応募先　〒250－03９８　箱根町企画課

４ 月号の解答　「ジャスパー」
当選者　原　奈津美さん（湯本茶屋）
　　　　坂口　雅也さん（強　羅）
　　　　児島　房子さん（箱　根）
★当選おめでとうございます。

おくやみ（3 /19～ ４ /18受付分）
石井　　功さん� 3 /17� 77歳� 宮 城 野
湯川　勝次さん� 3 /23� ８7歳� 湯 本
高緑　章吉さん� 4 / 3 � ８６歳� 宮 城 野
山口　照子さん� 4 / 3 � ８６歳� 宮 城 野
松本　　衛さん� 4 / 4 � ８3歳� 宮 城 野
加藤　和久さん� 4 /13� ６1歳� 宮 城 野

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
付
き
自
転
車
を

運
転
す
る
際
に
幼
児
を
同
乗
さ
せ
る

時
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
よ

う
努
め
ま
し
ょ
う
。

照
会
先　
総
務
防
災
課
町
民
係

�

☎
８
５
―
７
１
６
０

善
意
の
寄
付

○
県
立
小
田
原
城
内
高
等
学
校

　
箱
根
分
校
同
窓
会　
様

　
宮
城
野
保
育
園
室
内
遊
具
（
ハ
イ

ハ
イ
プ
レ
イ
、
室
内
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー

ル
セ
ッ
ト
）

〈
箱
根
町
資
源
保
全
基
金（
ト
ラ
ス
ト
）〉

○
小
田
原
箱
根
観
光
株
式
会
社

　
小
田
原
湯
本
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
（
代
表
取
締
役
社
長
原
義
明
）様

�

25
万
円

○
酪
農
王
国
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役　
片
野　
敏
和　
様

�

10
万
円

�
（
町
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
協
力
金
）

〈
箱
根
町
国
際
交
流
基
金
〉

○
小
田
原
箱
根
観
光
株
式
会
社

　
小
田
原
湯
本
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
（
代
表
取
締
役
社
長
原
義
明
）様

�

25
万
円

〈
箱
根
町
社
会
福
祉
協
議
会
〉

○
Ｊ
Ａ
か
な
が
わ
西
湘
葬
祭
㈱
様

�
３
万
円

○
か
な
が
わ
西
湘
農
業
協
同
組
合
様

�

１
万
１
千
円

5
月
は
九
都
県
市
一
斉
自
転
車

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
月
間

『
自
転
車
も
の
れ
ば
車
の
な
か
ま
い
り
』

　
自
転
車
は
、
幅
広
い
年
代
の
人
が

利
用
す
る
身
近
な
乗
り
物
で
す
。
し

か
し
、
自
転
車
を
運
転
し
、
人
と
接

触
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
身
近
な
乗
り

物
も
凶
器
に
変
わ
り
、
賠
償
責
任
を

問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
交
通

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
交
通

ル
ー
ル
は
絶
対
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
道
路
交
通
法
が
平
成
27
年

度
に
改
正
さ
れ
、
自
転
車
に
対
す
る

危
険
運
転
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。

～
罰
則
の
対
象
と
な
る
主
な
危
険
運

転
と
は
～

①
信
号
無
視

②
飲
酒
運
転

移動図書館きつつき号巡回予定表
場　所 日　時

１
コ
ー
ス

箱根幼稚園

5 / ９ ㈬・23㈬

９ ：20～ ９ ：40
畑宿寄木会館 10：00～10：15

湯本茶屋（静観荘駐車場） 10：30～10：45
山崎集会所 11：00～11：15

２
コ
ー
ス

箱根の森小学校

5 /10㈭・24㈭

13：00～13：30
大平台姫之湯 13：50～14：05
宮ノ下駐車場 14：20～14：35

強羅向山公園駐車場 14：45～15：00
宮城野保育園 15：10～15：40

３
コ
ー
ス

役場本庁駐車場 5 /11㈮・25㈮ 12：35～12：50

湯本小学校 5 /11㈮ 13：00～13：30
5 /25㈮ 10：15～10：40

湯本幼児学園
5 /11㈮・25㈮

13：50～14：20
町社会福祉協議会 14：30～14：45

さがみ信用金庫湯本支店前 14：50～15：05

４
コ
ー
ス

さくら館 5 / 2 ㈬・1６㈬・30㈬ 10：45～11：00
宮城野公民館 11：10～11：25
箱根中学校 5 /1６㈬・30㈬ 13：05～13：20
元箱根集会所 5 / 2 ㈬・1６㈬・30㈬ 13：45～14：00
箱根集会所 14：10～14：25

５
コ
ー
ス

仙石原小学校

5 /11㈮・25㈮

13：00～13：30
アレンジメントケア箱根仙石原 13：40～13：55

仙石原幼児学園 14：10～14：40
仙石原文化センター 14：55～15：10

※巡回予定は変更になる場合があります。
照会先　社会教育センター　☎８2－2６９4

　社会教育センター図書室では、子ども向きの本（児
童書）に黄色の背ラベルを貼って区分していますが、
大人が読んでもおもしろい、役に立つ本があるので紹
介します。

「グドーさんのおさんぽびより」
たかどのほうこ（著）福音館書店

　推定年齢40歳以上のグドーさんとイカサワさん、 ９
歳のキーコちゃんの三人による、ゆるりとした日常の
出来事が20篇の短いお話で綴られています。力の抜け
た結末に思わず笑ってしまいます。

「13歳からの経済のしくみ・ことば図鑑」
花岡幸子（著）ＷＡＶＥ出版

　経済を学ぶことは、世の中を理解することにつなが
ります。市場・需要と供給・財政・外国為替など経済
についてわかりやすく説明しています。

照会先　社会教育センター　☎８2－2６９4

③
指
定
場
所
一
時
不
停
止

④
ブ
レ
ー
キ
不
良
自
転
車
運
転

⑤�

安
全
運
転
義
務
違
反
（
二
人
乗
り
、

無
灯
火
運
転
、
携
帯
電
話
を
使
用

し
て
の
運
転
、
イ
ヤ
ホ
ン
な
ど
を

装
着
し
て
の
運
転
）

⑥�

歩
道
に
お
け
る
車
両
の
義
務
違
反

（
徐
行
違
反
）

⑦�

通
行
区
分
違
反
（
車
道
の
右
側
通

行
）

　
以
上
の
危
険
運
転
で
警
察
に
2
回

以
上
摘
発
さ
れ
た
悪
質
運
転
者
は
、

公
安
委
員
会
か
ら
自
転
車
運
転
講
習

命
令
を
受
け
た
場
合
、
3
カ
月
以
内

に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

受
講
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
5
万
円

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

～
保
護
者
の
方
へ
の
お
願
い
～

　
13
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
自
転
車

を
運
転
す
る
時
や
保
護
者
の
方
が

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５

休館日 おとな
水泳教室

こども・幼児
水泳教室A

６ ７ ８ ９ １0 １１ １２

こども・幼児
水泳教室B 休館日

おとな
水中運動教室
出張体操教室①

おとな
水泳教室

こども・幼児
水泳教室A

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

こども・幼児
水泳教室B 休館日

おとな
水中運動教室
出張体操教室②

こども・幼児
水泳教室A

２0 ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

こども・幼児
水泳教室B 休館日 おとな

水中運動教室
おとな
水泳教室

こども・幼児
水泳教室A

２７ ２８ ２９ ３0 ３１ ６/１ ２

こども・幼児
水泳教室B 休館日 こども・幼児

水泳教室A

ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー（
５
月
）

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
来
月
の
予
定
も
一
部
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、

　
詳
細
は
次
号
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　この運動は、防犯協会や地域の安全に関わる団
体が連携して、地域住民の安全意識の高揚を図る
とともに、安心して生活できる地域社会の実現を
目的に行います。
　現在、小田原警察署管内では、電話で「あなた
のキャッシュカードが不正に使われている」と暗
証番号を聞き出し、「新しいものと交換する」と
騙してカードを受け取る、キャッシュカード手
交型の詐欺が多く発生しています。「キャッシュ
カードを渡してほしい、暗証番号を教えてほし
い」などと電話があっても、言うとおりにせず、
警察に相談してください。
　また、身内を装い金銭を要求する詐欺も発生し
ているため、家族で「合言葉」を決めたり、常時、
留守番電話に設定するなどして、被害に遭わない
ように努めましょう。
� 照会先　総務防災課町民係☎８5－71６0

春の地域安全運動
� 5 月10日㈭～16日㈬
『みんなで　つくろう　安心の街』

【さくら館温水プール水泳教室】
〈おとな水中運動教室／おとな水泳教室〉
実施時間　14時～15時／1８時30分～1９時30分
対　象　　大人（中学生以上）
受講料　　 1回券700円、フリーパス2,000円、10回券7,000円
〈こども・幼児水泳教室〉
実施時間　Aこども：10時～11時、幼児：13時～14時
　　　　　Bこども：13時～14時、幼児：10時～11時
対　象　こども：小学生、幼児： 3 歳～未就学児（要オムツ離れ）
受講料　 1回券400円、フリーパス1,000円、10回券4,000円
　　　　※ 4月 1日より各種受講料の支払い方法が変わりました。
◎共通
持ち物　水着、水泳帽、タオルなど遊泳に必要なもの
入場料　大人300円、中学生以下100円
　　　（障がいのある方、未就学児は無料）
参加方法�　開始時間の10分前までにプール受付に集合してください。
※受講者多数により参加できない場合があります。
その他　プールの利用時間は ９時～20時です。
　　　（入館は1９時30分まで）
照会先　さくら館☎８5－0８00

【出張体操教室】
① 5 / ８ 　さくら館機能訓練室
　　　　 10：00～11：30
　　　　 仙石原文化センター和室
　　　　 14：00～15：30
② 5 /1６　社会教育センター軽スポーツ室
　　　　 10：00～11：30
　　　　 郷土資料館学習室
　　　　 14：00～15：30
対　象　1６歳以上
内　容　ヘルシー体操（軽運動とストレッチを合わせ

た体に優しい体操です）
持ち物　運動のできる服装、タオル、水筒、会場が社

会教育センター・さくら館の場合は室内運動
靴、郷土資料館の場合は屋外運動靴

参加方法　参加費は無料です。会場にて講師に直接声
をかけてください。

照会先　教育委員会生涯学習課☎８5－7６01
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旬を知っておいしく食べよう♪

栄養満点 !　旬レシピ

最
新
情
報
は
町
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
！
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

=

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
募
集
中= 

（
企
画
課
☎
８
５

－

９
５
７
２
）

住民の方は窓口で申し出れば、町立観光施設・郷土資料館の入館料が無料になります。 夜間診療ができる病院などについては、消防署（☎ 82−4511）に問い合わせてください。

◆ ４か月児健康診査／10か月児健康診査
日　時　 5 /1８㊎12：40～13：00受け付け
対　象　 4か月児：平成30年 1 月生まれの乳児
　　　　10か月児：平成2９年 ６ 月生まれの乳児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ（10か月児のみ）
◆ 1歳 6か月児健康診査／ 3歳 6か月児健康診査
日　時　 5 /1８㊎13：00～13：20受け付け
対　象　 1歳 ６か月児：平成2８年11月生まれの幼児
　　　　 3歳 ６か月児：平成2６年11月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
◆ 2歳・ 2歳 6か月・ 3歳児歯科健康診査
日　時　 5 /11㊎13：00～13：30受け付け
対　象　平成27年 4 月・10月、平成2８年 4 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、歯科保健カード
◆育児教室（たんぽぽの会）
日　時　 5 /15㊋ ９ ：45～11：45
対　象　 7か月～ 3歳までの乳幼児とその保護者
※一週間前までに電話で申し込んでください。
◆離乳食教室（さくらんぼ教室）
日　時　 5 /17㊍13：30～15：00
対　象　 3～1８か月頃の乳幼児とその保護者
※一週間前までに電話で申し込んでください。
○場所はいずれもさくら館です。

すくすくキッズコーナー
照会先　子育て支援課☎８5－９5９5

●趣味の教室
書　道　 5 /11㊎・1８㊎10：00～12：00
絵手紙　 5 /17㊍・31㊍10：00～12：00
対　象　各教室とも町内在住の６0歳以上の方
※開催日が変更になる場合があります。
●健康相談
日　時　 5 /1８㊎13：00～13：30受け付け
内　容　健康管理、生活習慣病予防、食事指導、血圧測定

など
対　象　町内在住の６0歳以上の方

やまなみ荘コーナー
照会先　福祉課☎８5－77９0

さわやか
釜揚げしらすおろし丼
　「湘南しらす」は、相模湾で漁獲されるしらすの総
称で、主な漁期は 4月～ ６月の春漁期で、 7月以降の
夏秋漁期があります。
　船ひき時間が短い一艘びきで操業されて、水揚げ後
は、漁業者自らによってすぐに加工・直売されるため、
鮮度と味わいに定評があります。
　主な栄養素は、低脂肪で、良質なたんぱく質やカル
シウム、鉄分などのミネラルを多く含みます。
照会先　さくら館☎８5―0８00

●材料（ 2人分）
白飯　　　　　　300ｇ
釜揚げしらす　　６0ｇ
だいこん　　　　1８0ｇ
梅干し　　　　　１粒
青じそ　　　　　１枚
のり・ごま　　　適宜

●作り方
①　�釜揚げしらすは熱湯をかけて、水気を切る。
②　�だいこんは皮をむき、おろし金でおろして軽く汁

気を搾る。
③　�梅干しは、種を取り除いて、細かく刻み、②の大

根と和える。
④　�青じそは、千切りにする。
⑤　�茶わんに白飯を入れて、のりをちぎりながら敷き、

①の釜揚げしらすを全体に盛り付けて、③の梅だ
いこんを真ん中に盛り付けて、④の青じそをちら
し、ごまをかける。

今月の‘旬’
湘南しらす、えんどう、カリフラワー、湘南レッド
（赤たまねぎ）、茶、たけのこ、ぬき菜など
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心配ごと相談 小田原保健福祉事務所各種相談日

子どもほっと相談

福祉相談会

普通救命講習

身体障がい者の補装具相談会

日　時　 5月10日㈭ ９時20分
（中止の場合は15日㈫）

集合場所　小涌谷・蓬莱園
コース　千条の滝～浅間山～鷹巣山～飛

竜の滝～畑宿
　　　※帰路　会員バス配車
会　費　500円（保険料他）
※初参加の方は別に500円が必要です。
照会先　箱根町歩く会会長　村上東司
� 　☎８5－６7８８
※当日開催の有無は☎８5－６7８８で確認し
てください。音声メッセージが流れます。
　電話がかけられる時間は、前日の17時
から当日の ９時までです。

日時・場所
・ 5月14日㈪　さくら館
・ 5月15日㈫　箱根出張所
・ ６月 ６日㈬　役場本庁舎
いずれも13時30分～15時30分
内　容　生活、人権に関する相談、国や

県への要望など
相談員　民生委員児童委員、人権擁護委

員、学校教育指導員、総務省行政
相談委員

※希望する方は事前に連絡してください。
照会先　福祉課☎８5－77９0

日時・場所
・ 5月14日㈪　さくら館
・ 5月15日㈫　箱根出張所
・ ６月 ６日㈬　役場本庁舎
いずれも12時～15時
内　容　教育に関する相談
相談員　教育相談センター相談員
※希望する方はなるべく事前に連絡して
ください。
照会先　教育相談センター☎８5－777６

日時・場所
・ 5月10日㈭　役場分庁舎 4階第 7会議室
・ 5月24日㈭　さくら館相談室
（当日の電話相談は☎８5－0８00まで）
いずれも10時～12時
対　象　身体・知的・精神障がい者およ

び家族
内　容　社会福祉士など専門家による面

接相談、電話相談
照会先　福祉課☎８5－77９0

日　時　 5月14日㈪13時～15時
（受け付けは14時まで）

場　所　小田原市保健センター
（小田原市酒匂 2－32－1６）

内　容　肢体不自由障がい者の補装具交
付、修理相談

※希望する方は 5月11日㈮までに連絡し
てください。
照会先　福祉課☎８5－77９0

○�エイズ相談・検査　 5月1６日㈬ ９時～
11時

○�精神保健福祉相談　 5月10日㈭・15日
㈫・24日㈭　いずれも13時30分～1６時
30分

○�認知症相談　 5月11日㈮13時30分～1６
時30分

○�療育歯科相談　 5月17日㈭ ９時～15時
30分

※予約制です。相談を希望する方は、前
日までに連絡してください。
照会先　小田原保健福祉事務所保健予防

課☎04６5－32－８000（内線323６：
療育歯科相談・内線324６：その他
の相談・検査）

日　時
①普通救命講習Ⅰ
　 5月1９日㈯ ９時～12時
②普通救命講習Ⅱ
　 5月24日㈭ ９時～13時
内　容　自動体外式除細動器（ＡＥＤ）

を用いた心肺蘇生法および止血法
など（②は実技と筆記の効果測定
を含む）

場　所　消防本部体育訓練室
対　象　町内在住（中学生以上）・在勤

の方
定　員　各20人（申込順）
その他　修了者には修了証を発行します。
※他にもさまざまな応急手当普及講習の
方法がありますので、問い合わせてくだ
さい。
申込・照会先　消防署警備課（救急係）
� ☎８2－4511

歩く会
ツツジと滝コース

［10㎞］
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5 月31日㈭納期限

　固定資産税・軽自動車税については、夜間・休
日も、納付書裏面記載のコンビニエンスストアで
支払いができます。納期限が過ぎている納付書で
は納付できません。
　納期限が過ぎているもので、納め忘れの方は、
至急役場本庁会計課・出張所または金融機関でお
納めください。
照会先　☆保険健康課　　　　☎８5－９5６4
　　　　○税務課（収納係）　☎８5－９573

○固定資産税� （第 1期）
○軽自動車税� （全　期）

休日急患（医科）
　当番医は変更になる場合がありますので、必ず消防署
（☎８2－4511）に確認してください。
診療時間　 ９：30～17：00
当番日 当番医 所　在 電話番号
5 / 4 箱根リハビリテーション病院 仙石原 ８4－９111
６ 土屋医院 湯　本 ８5－5034
13 箱根リハビリテーション病院 仙石原 ８4－９111
20 郷医院箱根診療所 二ノ平 ８2－2６72
27 箱根リハビリテーション病院 仙石原 ８4－９111

※ 5 / 3 ㈭・ 5㈯は小田原市休日夜間急患診療所を利用して
ください。（小田原市酒匂 2－32－1６／☎04６5－47－0８23）
診療時間は ８ ：30～11：30、13：00～15：30、1８：00～22：00です。
※受診の際にはお薬手帳をご持参ください。

高次脳機能障害専門相談
日　時　 ６月 1日㈮14時～15時30分
場　所　おだわら障がい者総合相談支援

センター（小田原市久野115－ 2
おだわら総合医療福祉会館 1階）

対　象　高次脳機能障がいの方および家
族、支援者

照会先　おだわら障がい者総合相談支援
センター　☎04６5－35－525８

日　時　 5月27日㈰13時30分～1６時30分
場　所　おだわら市民交流センター
　　　「ＵＭＥＣＯ（うめこ）」
　　　(小田原市栄町 1－ 1－27)
内　容　講演、グループ懇談、個別相談、

装具の展示
対　象　人工肛門・人工膀胱保有者の方

とその家族、医療関係者、関心の
ある方

照会先　日本オストミー協会神奈川支部
事務局☎0８0－5027－57８0

日　時　 5月20日㈰10時30分～12時
場　所　足柄森林公園丸太の森
内　容　静かな森の中でヨガ体験
定　員　先着10人
持ち物　あればヨガマット・飲み物・タ

オル・虫よけ・上着またはひざ掛
けなど

参加費　1,000円（活動費・保険代など）
申込期限　 5月1８日㈮17時まで電話で
照会先　足柄森林公園丸太の森
� ☎74－4510

オストメイト健康相談会

足柄森林公園丸太の森
【森のＹＯＧＡ】
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ふれあいひろば
●町ホームページ内「写真ニュース」でも地域の話題を配信中！
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みんなでシェアして、低炭素社会へ。

環境先進観光地
―箱根

コンセントを
こまめに抜いて待機電力をカット!
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町の人口と世帯
− ４月 1日現在−

●人口　11,４33人
　男　5,４68　　女　5,965
●世帯　 6,217

平成29年度神奈川県消防功労者表彰式
● 3 /28（県立青少年センター）

　平成2９年度神奈川県消防功労者表彰式が 3月2８日、県立青少
年センターで開催され、佐須英行団長と志村裕之副団長が出席
し、町長臨席の中、県下各消防職団員に消防庁長官表彰竿頭綬
を披露しました。
　また、同日、佐須英行団長が永年の消防団活動に対する功績
により日本消防協会会長から功績章を受章しました。

美化・緑化を願って
● ４ /16（大平台）

　第4９回の大平台美化推進大会が行われそれに併せて町長と町
議会議長により記念植樹が行われました。地域の皆さんの自治
会活動などにより町の美化・緑化が進められています。

合同入社式
● ４ / 9 （小田原）

　小田原お堀端コンベンションホールにて合同入社式が開催さ
れました。民間企業2９社と小田原市職員や箱根町職員も参加し
ました。114名の新入社員・職員が小田原や箱根で活躍してゆ
きます。

福島県浪江町からご招待！
● ４ / 2 （湯本）

　箱根湯本芸能組合�松芳が町から職員を派遣していた福島県
浪江町に住民登録のあるご家族 2組を箱根町へ招待しました。
　吉田さん・佐藤さんご一家と天成園内「玉簾の瀧」前でみん
なでポーズ！


